
■学長か・らの挨拶  
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一つの大学  自由で手車専   
鹿島よ草は、せ界で最初の姐ばく都市であるl  

広島の他に間草したがゆえド、197韓、国立  

史学では最如こ平和科学研究せンダーを敦註す  

るなど、平和科挙研免の克棄のための取力蝕み  

を逸めていますこ  

社会の中での国際化、グローバル化が進み、  

科学肢街の高及化が逸展する中で、豊かな人哺   

性を備え、′くランスの取れた人材を箇点するた  

捌こは、大学における共通稗田としての教揚教  

j舶益々重触ものとなっていかれ広紘学  ■竿謡富キ・ポサ阜緋輝  

＝葡たヰ諷舞坤勃捜  

重か庵A鳳腰を唾づ赦す  

鎧槌諒恕一風絶社食著中農感  
為iぎ：る烏畠女暴  

刊ま、こ狭ませに⑯教養薮有に平和≠こ関する校  

蛍を取り入れヤいまLたが、平底20年度から  

は丘如こ準養教官の中の「乎翁摩」として、そ  

の後足付けをl鱒唾にし、学生みんなで平和につ  

いて考えてI漉ださたいと願っています．  

学長 洩 席 利 正  

（衷埠揮竜骨む）  広島大学  



「平和」という言葉は戦争を正室化  

するためにも使わ汽る   

では、「平和」とは一体どういった状  

況を瀕すのでしょう。そもそも「平和」  

という青菜それ自体は、丈化を問わず肯  

定的意味合いを考つ言葉でありながら、  

時として、戦争を正蛮此するという滅能  

をも果たしました。例えば、戦前の民本  

の場合、「平和」は「東亜」・「東洋」や「秩  

序」という言葉と籍びつけられ、多くの  

若者が戦争に動員されたのです。しかし、  

こういった現象は、何も戦前の日本だけ  

に限ったことではなく、他丈化において  

も共通する現象であり、現鹿も錬勺塗さ  

【平和とは？】  

とウマ 広島大学で「心に平和の砦を菓く」   

戦後の広島は、原爆を起点として「平  

和都市ヒロシマ」を棟指し、平和行政  

に取勺組みました∴前身汲の多くが戌  

塩に帰した新制広島大学も、初代学長  

森戸辰男が制定した建学の帰神「自由  

で平和な一つの大学」のもと、大学の  

邑・練に象徴されるように復興を逮げ  

たのでした．森戸学長は、ユネスコ憲  

章の「心に平和の砦を築く」という青  

葉を革んで使いょした。  

れています。   

つま勺、「平和」なる藩は、極めて多  

義的で多城絶性を有する言葉なのです。  

進眉との間には着い、格差が生じてい  

ます。例えば、平均寿命が50為にも満  

たない途上国は少なくないのです。そ  

ういった様々な賂産を私達はどのよう  

に考えるぺきなのでしょうか。どのよ  

うな状況にあることが、「平和」なの  

でしょうか。   

「平和」＝「戦争がない状態」？   

それでも私達は「平和」という言葉か  

ら、戦争といった暴力申なく、穏やかで  

静かな日常を連想します。確かに、戦争  

の不足は「平和」であるかもLれません。  

その意味からすれば＼日本は「平和」な  

状況です。しかし、この日本でさえも、  

様々な牡合的格差・差別が存在していま  

す。また、発展途上国においては、宮因、  

飢餓、不辛等、政治的神慮が希塵し、鬼  

広島大学に入学した皆さんには、平  

和に関する施設を見学してもらい、干  

和とは何かを考えるきっかけとしてほ  

しいと私達は願っています。   

広島大学の学生である貴方は、心に  

どのような千和の砦を築くのでしょうか。  
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